



























































































































どを確認した。さらに、リーダーとなる医師より TAVI time schedule を提
案され、各職種がそれぞれの役割を把握し、手術当日の動きを確認した。今回
の TAVI では、事前準備を行う事により円滑に進行でき、大きな合併症もな
く終了することができた。　
【考察】　大きな合併症もなく成果が達成できた要因として、事前に他職種間で
情報を共有し、自分の役割を把握した上で当日の動きをシミュレーションした
事、手術進行及び合併症に対応した準備が出来た事が考えられる。今後の課題
として、放射線看護師と手術室看護師間で話し合う場を設け、看護記録や物品
の補充など、重複した業務の調整を行う必要があると考える。
検査介助時の質の高い看護提供に向けた
多職種との協働業務と課題
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【目的】部署の看護師は14名（消化器内視鏡技師7名）で、内視鏡検査・治療、
RI 検査等の介助を行っている。検査・治療の高度化に伴い機器管理が複雑化
し看護が十分行えない現状があり、質の高い看護提供に向け多職種と協働可能
な業務と課題の明確化を目的とした。　
【方法】前年度の検査介助数を調査し、関連する病理課、情報課、臨床工学課
との協働業務を明確化した。部署の看護師13名と上記3部署に協働に関するア
ンケート調査（業務変更の有無、負担感、協力体制で多部署は担当者が意見を
集約）を実施した。　
【倫理的配慮】アンケートは無記名、参加の自由を説明し承諾を得た。　
【結果】検査介助は11,700件、業務分担では病理課は細胞診作成、情報課は画
像転送不具合対応、臨床工学課は機器の相談が可能となった。アンケート結果
から、看護師は業務負担が軽減、協力的、協働は必要100%、非常に良好な関
係92% と回答、意見は「看護以外の業務協力は助かる」等だった。他部門3部
署は業務手順を少し変更2部署、負担を少し感じる2部署、協力的と感じる3部
署で、意見は「負担だが患者には良い」「人員により機器始業点検に協力した
い」等だった。　
【考察】消化器内視鏡技師でもある看護師は、限られた人員のなか質の高い看
護提供を模索していた。今回の多職種との協働で、良好な関係を築くことがで
き、専門分野への相談で負担軽減を感じ業務協力に感謝しており、質の高い機
器管理と看護サービスを提供できると考える。他部門3部署は業務手順の変更
や負担を感じていたが、看護師との協働は必要と捉え、協力的で業務拡大も考
えていることがわかった。今後も多職種と協働を継続することで検査介助の質
向上に結び付くと考える。課題は、質を高める看護実践内容と多職種の業務負
担軽減を踏まえ、協働の具体的方法の明文化である。
急性期病院が地域におこなう押しかけ勉強会の評価
アンケート記述の質的分析
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【目的】医療は、近年の医療制度改革・診療報酬改定において、従来の病院完
結型ではなく、医療の機能分化・地域医療連携と地域完結型を求められてい
る。また、在院日数の短縮などから患者の医療の継続が必要となり、地域医療
連携の充実が叫ばれている。松江赤十字病院では2006年から病院・施設の現
状を知る、情報共有する、共通のニーズや疑問の解決を行うことを目的に勉強
会を行っている。依頼の有無にかかわらず、当院から退院する患者に関わる地
域の訪問看護ステーションや施設などに押しかけ、知ってもらいたいこと、困
っていることをテーマとして行うことから押しかけ勉強会といい、2014年3月
までに乳がん、ストーマケアなど18テーマについて計59回行った。今回、押
しかけ勉強会について評価をしたので報告する。
【調査方法】2013～2014年に行った計21回の押しかけ勉強会で回収した453部
のアンケートの自由記載欄にかかれた内容をまとめた21のアンケート結果か
ら、勉強会の内容や方法の評価について記載された内容を抽出した。
【分析方法】21のアンケート結果から勉強会の内容、方法、連携の評価につい
ての記述を抜き出し、質的に分析した。まずアンケート結果の内容を熟読し、
勉強会の内容、方法、連携の評価についての記述を抜き出した。次にその内容
から意味のまとまりごとにデータを抽出し、コード化した。次にその内容から
類似性と相違性に着目してサブカテゴリーとし、さらにカテゴリー化した。
【結果・考察】16テーマ、21回の勉強会のアンケート結果から、4カテゴリー、
14サブカテゴリー、50コードを抽出した。患者を中心に組織の枠を外して自
ずから積極的に働きかけていくことが、顔の見える日常的なつながりになり、
情報交換、相互理解へとすすむと考える。
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